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　かわの忠正議員は、災害発生時の重要なライ
フラインである水道、下水道の管路の耐震化推進
を訴えました。特に、避難所となる小学校や社会
福祉施設等への重要な管路の耐震化の進捗状況
と今後の取組みを質問しました。
　上下水道局は「水道管は、小学校や重要な医療
機関へのルートや、老朽化した管路を重要な管路
とし、優先的に耐震化を進め、令和３年度末は対
象784ｋｍの96.2％が終了した。今後残りの約３
０ｋｍを令和4年度末までに耐震化完了に向けて
推進する。今後、新たに進める重要施設に入所型
社会福祉施設等を検討する」「下水管は、川崎駅
以南の重要な管きょは令和３年度に完了し、川崎
駅以北は令和８年度末までに耐震化を完了とす
る目標。着実に推進する。社会福祉施設等は、令
和９年度以降に対象管路を精査し、対応を検討
する」と答弁しました。

　かわの忠正議員は、市バス利用者にとって到着
予定時刻の情報を得やすくするよう利便性向上
を求めました。市バスナビの利用率は、1日乗車数
が約11万人のところ、アクセス数は約１２０００
人、１割強という実態を指摘し、「市民サービス向
上に向け、アクセス方法を改善し、利用促進に取
組むべき」と主張しました。
　交通局は「令和３年度はバスの位置情報の取
得が従前最大５分間隔であったものを最大1分間
隔となるよう精度を高めた。これまで市バスナビ
の運行情報にアクセスしやすいよう2次元バーコ
ードを全停留所の掲
示等に取組んだ。今
後、的確かつスピー
ディに情報提供でき
るよう、技術の進展
やお客様のニーズな
どを踏まえ、利便性
向上に取組む」と答
弁しました。

　かわの忠正議員は、９月26日、29日決算審査特別委員会環境分科会
において、令和3年度の予算執行状況を確認し、来年度への取組みについ
て環境委員会が所管している局に対し①水道・下水道管路の耐震化促進
②燃料電池車の普及促進③市バス運行の安全性向上④市バス運行情報
の利便性向上⑤生ごみの減量化推進⑥港湾機能強化策を質問しました。

（かわの忠正議員）

令和４年第４回定例会
決算審査

特別委員会質問

市バス運行情報の利便性向上を！市バス運行情報の利便性向上を！
市バスナビの利便性向上に取組む市バスナビの利便性向上に取組む

防災・減災対策の推進を！防災・減災対策の推進を！
上・下水道管の耐震化推進を！上・下水道管の耐震化推進を！

　かわの忠正議員は、全力で脱炭素化に取組む
べきと主張し、燃料電池自動車と水素ステーショ
ンの普及促進策を質問しました。
　環境局は「令和３年３月末時点で市内に４５台
の燃料電池車が登録されている。水素ステーショ
ンは、市内では３基稼働開始している。昨年度電
動車の普及に向け、取得後一定期間の税額をゼ
ロとする固定資産税の減免措置を創設し、今年度
から適用している。今後、水素ステーションの設
置促進に向け、取組んでいく」と答弁しました。

脱炭素化へ燃料電池車普及促進を！脱炭素化へ燃料電池車普及促進を！
水素ステーションの設置に取組む水素ステーションの設置に取組む



☎044-511-0687

『市民相談室』随時開設中♪

　　まずは、お電話下さい。
　ホームページ　　　　　facebook
公明党川崎市議団  かわの忠正事務所

市政懇談会もご希望に応じ随時開催！

令和４年第４回決算審査特別委員会質問令和４年第４回決算審査特別委員会質問（続き）

　かわの忠正議員は、令和３年度の有責事故発生
件数が目標に達成できなかった事を指摘し、運転
技術の向上や接遇面の向上に向けた取組を質問し
ました。
　交通局は「事故防止研修運転手や実技研修等を
実施してきた。危険予測や危険回避能力の向上が
課題なので、ヒヤリハット情報の共有促進や、事故
映像視聴等により技能向上に取組む。（運転中の
加速減速等を記録する）デジタルタコグラフを試
行的に活用してきたので、今後、本格的な活用に向
けた検討を進める」と答弁しました。

　かわの忠正議員は、生ごみの減量化促進に向
け、令和３年度の生ごみ処理機の購入費助成制度
を家庭系に加え事業系の生ごみ処理機にも導入を
促しました。
　環境局は「市の施設では、実証
実験を実施した。事業系の生ごみ
の減量化も重要と考えている。他
都市の（助成制度導入の）情報を
収集し生ごみ処理機の設置可能
性を調査する」と答弁しました。

　かわの忠正議員は、市内の有力な物流拠点であ
る川崎港湾の機能強化に向け、課題となっている
放置車両対策の強化と、コンテナ輸送に必要な置
場の確保策を質問しました。
　港湾局は「警告文の貼付やバリケードや監視カ
メラの設置により大幅に減少した。放置車両の状
況分析を行い、効果的な対策を実施する。駐車スペ
ースに余裕がある待機所へ二次元コードにより誘
導を図るなど取組んでいく」と答弁しました。

市バスの事故防止対策の向上を！市バスの事故防止対策の向上を！
実技研修対象者拡大と接遇研修等に取組む実技研修対象者拡大と接遇研修等に取組む

生ごみ減量化の推進生ごみ減量化の推進
事業系の生ごみ減量にも取組む事業系の生ごみ減量にも取組む

港湾機能の強化で市内経済活性化を！港湾機能の強化で市内経済活性化を！
放置車両対策と置場の整備を！放置車両対策と置場の整備を！

横断歩道付近の視界を遮る植栽を剪定
（「古市場第6児童公園」交差点付近　２か所）

生活道路の陥没を補修
（古市場２丁目124付近）

信号の視界確保に樹木剪定
（戸手4-6-2交差点）


